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短 報

地域包括支援センターにおける看護職の課題
～インタビュー内容のテキストマイニング分析より～
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抄 録
本研究は，2006年介護保険制度の改正に伴い設置された地域包括支援センター（以下，センター）業

務に従事する看護職の現状と課題の明確化を目的とした．センター7ヶ所の看護職7名（保健師1名，
看護師6名）を対象に「センター看護業務の現状と課題」を焦点にインタビューを行い，TextMining
StudioVer.4.2を用いて質的分析を行った．インタビューで語られた内容を“単語頻度解析”で分析した
結果，「地域」「人」「包括」「学区」「看護師」「教室」「予防」「二次」「連携」などの語句が高頻度に出現
していた．文章の意味のまとまりをみるため“言葉ネットワーク”で話題を抽出すると，『地域や行政
との連携と工夫』『二次予防業務の煩雑さと工夫』『地域の状況の複雑さ』『センター内での業務と役割
分担』『看護職の役割とジレンマ』の5つのカテゴリーとなった．看護職はジレンマを抱えつつ，予防
給付やその時々に新たに導入される業務に追われながらも，さまざまな工夫や取り組みにより，看護職
の役割を模索している様子が明らかになった．
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Abstract

Thisstudywasconductedforthepurposeofidentifyingthecurrentstateandimportantissues
confrontingnursesemployedatregionalcomprehensivesupportcenters establishedfollowingrevision
oftheNursingCareInsuranceSystemin2006.Thesubjectsconsistedofsevennursesemployedat
sevencenters.Thesubjectswereinterviewedwhilefocusingonthecurrentstateandimportantissues
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地域包括支援センター（以下，センター）は，
「地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定
のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援す
ること」を目的に，2006年介護保険制度の改正
に伴い設置された施設であり，社会福祉士，主
任介護支援専門員に加え，保健師あるいは経験
のある看護師（以下，看護職）の3職種が配置
された．
センターにおける主要な4業務（①介護予

防，②総合相談支援，③権利擁護，④包括的・
継続的ケアマネジメント支援）のうち，看護職
には介護予防における専門性の発揮が期待さ
れ，さらにセンター全体で，情報の共有や相互
の助言等を通じ，連携して対応することが求め
られている．3職種が連携し協働する上で，従
来から地域における保健活動を行ってきた保健
師を主とする看護職への期待とその果たすべき
役割は大きいと思われる．そこで，本研究で
は，「センター看護業務の現状と課題」の明確化
を目的とし，インタビュー，質的分析を行った．
インタビュー項目は，地域の状況，業務内容，

センター内3職種の連携と役割分担，地域にお
ける連携，今後の課題などである．インタ
ビュー時，同意を得た上でインタビュー内容を
録音し，逐語録を作成し，TextMiningStudio
Ver.4.2を用いて分析した．TextMiningとは，
テキストデータを形態解析し，単語を変数とみ
なし量的・質的に分析する方法である．今回は
TextMiningStudioVer.4.2を用い，単語頻度解

析（単語のテキスト出現回数分析）と，言葉ネッ
トワーク（単語間および単語と属性の関連を分
析）を行った．本研究は，本学倫理審査委員会
の承認を受け，同意書に署名を得，個人情報の
保護に努めた．
調査対象は，A市B区地域包括支援センター
7ヶ所（B区の全数である）の看護職7名（保
健師1名，看護師6名，平均年齢44.9歳，セン
ターでの経験年数平均3年11か月）であり，
2011年9月～11月にインタビューを実施した．
インタビューで語られた内容の総行数は927

行，のべ単語数は23483個であった．“単語頻
度解析”で分析した結果，「地域」「人」「包括」
「学区」「看護師」「教室」「予防」「二次」「連携」
などの語句が高頻度に出現していた．文章の意
味のまとまりをみるため“言葉ネットワーク”
で話題を抽出すると，『地域や行政との連携と
工夫』『二次予防業務の煩雑さと工夫』『地域の
状況の複雑さ』『センター内での業務と役割分
担』『看護職の役割とジレンマ』の5つのカテゴ
リーにまとめることができた．
『地域の状況の複雑さ』では，地域で精神疾患
を持つ人や独居高齢者が増えている様子が語ら
れた．『センター内での業務と役割分担』では，
予防給付業務による負担についての語りがあっ
たが，以前に比べ徐々に軽減している様子など
が語られた．また，他の職種から看護職の役割
を予防給付のみに限定するような意見にも直面
し，3職種間での役割分担，連携の難しさにつ
いての語りもみられた．『看護職の役割とジレ
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regardingthedutiesperformedbynursesatthecenters.Aqualitativeanalysiswasperformedonthe
resultingdatausingTextMiningStudioVer.4.2.Asaresultofanalyzingthecontentsoftheinterviews
bywordfrequencyanalysis,wordssuchas“community”,“people”,“comprehensive”,“schooldistrict”,

“nurse”,“exerciseintervention”,“prevention”,“secondary”and“coordination”appearedatahigh
frequency.Whenissueswereextractedwitha“wordnetwork”inordertoexaminecoherencyofthe
meaningsofthestatementsmade,fivecategorieswereestablishedconsistingof“coordinationand
contrivancesbetweenthecommunityandadministration”,“intricaciesandcontrivancesofsecondary
preventionduties”,“communitycircumstancesandcomplexities”,“dutiesperformedandallocationof
dutiesatthecenters”and“roleanddilemmasofthenursingprofession”.Nursesweredeterminedto
besearchingfortheirrolesasnursesbymakingvariouscontrivancesandeffortsdespitebeing
overwhelmedbypreventionbenefits.
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ンマ』では，看護師からは自分自身に保健活動
の知識が乏しいことについてのジレンマや，セ
ンターの看護職に対する研修がないことなどが
語られた．『地域や行政との連携と工夫』では地
域に積極的に連携を図っている様子や，アプ
ローチ方法を工夫し行政ともうまく連携を取っ
ている様子が語られた．『二次予防業務の煩雑
さと工夫』では，二次予防事業の内容が統一さ
れておらず，各センターが模索しながら取り組
んでいる様子や，それに対する評価が曖昧であ
ること，また二次予防対象者に案内する運動教
室等が対象者に比して些少であり，ここでも独
自の取り組みを行っている様子が語られた．な
お，カテゴリー化は関連する語句の繋がりで判
断したため，繋がりが1つのみの単語は分析か
ら省いた．
今回調査を実施した区域のセンターの看護職

は，ほとんどが看護師で保健師はごく少数であ
り，自身の保健活動知識が乏しいことについて
のジレンマを抱え，それらの研修を望んでいる

ことが明らかになった．センターに配置された
他の2職種同様 1）2），要支援者への介護予防ケア
マネジメント業務が煩雑であることによる「予
防給付による負担」が語られたが，徐々に軽減
している様子も語られ，他の2職種のインタ
ビュー時期との違い（この間に加配の介護支援
専門員が配置され予防業務の負担が軽減した）
などが関連していると思われる．センター内で
の他職種との役割分担や連携についての難しさ
についても語られたが，徐々に専門性を発揮す
ることで3職種間の連携を進めていると窺われ
た．
地域における連携では，他の2職種のインタ

ビュー 1)2)で多く語られた「センターが委託事業
であることの問題」についてはそれほど語られ
ておらず，行政ともうまく連携している様子な
どが語られたことを看護職の特徴として挙げる
ことができる．この要因については，前述の予
防給付同様，時期的な要因も考えられるが，他
の職種との業務内容の違いなどから今後の検討
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図 TextMiningStudioVer.4.2による言葉ネットワーク図；言葉同士の繋がりか
ら，語りの内容をカテゴリー化して表記した．



予定とする．なお，サンプルサイズについて
は，今回対象とした区域の全数が7箇所であ
り，7名を対象とした．質的研究におけるデー
タ収集はデータ飽和時に終了するとされてお
り 3），今回の結果を各対象者のインタビューご
とに参照し飽和状態とみなせる状態になったと
判断した．

結 語

保健師，看護師共にジレンマを抱えつつ，予
防給付やその時々に新たに導入される業務に追
われながらも，さまざまな工夫や取り組みによ
り，看護職としての役割を模索している様子が
明らかになった．

開示すべき潜在的利益相反状態はない．
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